
　市では、男女共同参画週間にちなんで、次のとおりセミナーを開
催します。皆さんの参加をお待ちしています。

●場　所　中央公民館　●定　員　20人（先着順）　●参加料　無料

十和田市男女共同参画
推進シンボルマーク

●場　所　中央公民館　●定　員　20人（先着順） ●参加料　無料

… 男女共同参画は毎日の生活に
かかわる身近なことです …

日　　時 内　　　　　　容

１ ６月25日㈬
10：00～11：30

「女と男が支えあう社会づくり
　　　　　　　－十人十色の社会を目指して」
講師　NPO法人青森県男女共同参画研究所
　　　理事　蛯名　桂子さん

２ ７月２日㈬
10：00～11：30

「仕事と家庭を両立できる？
　　　　　　　－ワーク・ライフ・バランスの実践」
講師　青森県男女共同参画アドバイザー
　　　NPO法人青森県男女共同参画研究所 専務理事　工藤　緑さん

３ ７月９日㈬
10：00～11：30

「レッツ・トライ！あなたの可能性を信じて」

講師　青森県男女共同参画アドバイザー
　　　蒔

まかなえ

苗　正子さん

４ ７月12日㈯
14：00～15：30

「風邪を引いたら婦人科へ
　　　　　　　－あなたの健康管理は大丈夫？」
講師　一松堂医院第五代院長　種市　良

よしおき

意先生
※託児所を用意しますので、希望者は６月27日㈮までにお申し込みください。

　男女が、互いにその人権を尊重し
つつ喜びも責任も分かち合い、性別
にかかわりなく、その個性と能力を
十分に発揮することができる男女共
同参画社会の形成に向けて、平成
11年６月23日に男女共同参画社会
基本法が制定されました。
　この目的および基本理念の理解を
深めるため、６月23日から29日ま
での１週間を「男女共同参画週間」
として位置付けています。この機会
に、職場や学校、家庭や地域でどの
ように取り組んでいけばよいのか考
えてみましょう。

申し込み先 総務課広報男女参画係（☎㉓5111内線155）
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【略歴】
・昭和25年から36年にかけて十
　和田村、十和田町の助役、教
　育長を務める。
・昭和36年から平成元年にかけ
　て十和田町長、十和田湖町長
　を通算６期務める。
【受章歴】
・昭和53年11月に藍綬褒章（地
　方自治功績）を受章する。
・昭和60年11月に勲四等瑞宝章
　（地方自治功労）を受章する。


